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平成 28 年度第 1回土居町地域づくり協議会議事概要 

1 会 議 名 平成 28年度第 1回土居町地域づくり協議会 

2 日  時 平成 29年 2 月 17 日（金）午後 2時～3時 00 分 

3 会  場 土居文化会館 1階リハーサル室 

4 出 席 者  

委 員 江口忠、江口徹子、加藤敏史、近藤博昭、鈴木良明、続木一雄、森実信、 

好井幸三郎 

   理事者 篠原市長、総務部長、建設課長、下水道課長、農林水産課長、給水整備課長、 

安全・危機管理課長、こども課長、生涯学習課長、文化振興課長、 

生活環境課長、企画課長、 

建設課 1名、下水道課 1名、農林水産課 1名、農業振興課 2名、 

教育総務課 1名、生涯学習課 1名、生活環境課 1名、給水整備課 2名、 

安全・危機管理課 1名、 

   事務局（2名） 

5 欠 席 者  

委 員 岸 伸、近藤節子、近藤達之介、古川静枝、松木博是、渡邊和春 

6 傍 聴 者  報道関係１名（愛媛新聞社） 

協 議 事 項 等 

1 会議次第 

(1) 開会 

(2) 市長あいさつ 

(3) 委員長、副委員長選任 

(4) 議事 

①平成 28年度事業実績について 

②平成 29年度予定事業について 

  ③その他  

(5) 閉会 

  

2 会議概要 

(1) 開会 

(2) 市長あいさつ 

(3) 委員長、副委員長選任 

   委員からの推薦により、委員長に加藤敏史氏、副委員長に続木一雄氏を選任 

(4) 議事 

  ①平成 28年度事業実績について 

 ＜各担当課より説明＞ 

   委員からの意見は特になし 

②平成 29年度予定事業について 

  ＜各担当課より説明＞ 

  ＜主な意見＞ 

委 員：県道蕪崎土居線のＪＲから国道 11 号までの歩道整備が予定されているが、

その道路幅は。 

理事者：道路幅自体は、土居高校前と変わらないが、その両サイドに歩道を付けるも

のであり、長さは約 400ｍである。 

委 員：県道蕪崎土居線の西側水路について、時々溢れることがあるため、県道改修

の際、併せて改修をしてもらいたいとの地元要望があると思うが。 



 - 2 - 

理事者：県によると、水路の改修は下流側からしないといけないとのことであるが、

道路横断部分はボックスカルバートで改修すると聞いている。 

委 員：土居地域が簡易水道から上水道になるのはいつの予定か。 

理事者：現在、中田井浄水場を整備しており、浄水場が完成して、そこから土居地域

に引っ張ってくる計画を来年度にかけて、調査・検討している。それと財政

的なことを踏まえて、計画していくことになるので、まだ具体的な年度をお

伝えできる段階ではない。 

委 員：下水道の見通しは。 

理事者：三島、川之江地区の整備が、平成 44 年度の完成予定であり、早ければ平成

45 年度から開始できるというところである。 

委 員：旧国道線橋梁補修及び上野旧国道線道路改良の着工時期は。 

理事者：熊谷橋の高欄については、発注は近々行うが、工事は 4月頃から開始になる。 

委 員：北野保育園の塗装が汚くなっているが補修予定はないか。 

理事者：北野保育園の外壁塗装が老朽化し傷んでいるが、他にもっと傷んでいる保育

園から順次補修しており、北野保育園については、当面の間、補修予定はな

い。 

委 員：将来的な幼稚園の統合予定について。 

理事者：土居西幼稚園については、平成 29 年度から休園という形で考えている。現

在、土居東認定こども園の整備を計画しており、長津保育園を取り壊し、保

育園と幼稚園が入れる認定こども園を建設する予定である。土居東幼稚園

は、認定こども園ができた後、園児が減少してくれば、こども園に統合した

いと考えている。土居西部については、土居西幼稚園の休園により住民の方

に非常にご不便をかけているが、土居保育園を土居西認定こども園として建

て替えし、そこに幼稚園と保育園が一緒になった施設を計画している。幼稚

園としては 2か所が認定こども園として残る。 

委 員：認定こども園には何歳から入園できるのか。 

理事者：0歳から 5歳までである。 

委 員：下井出藤原海岸線の完成予定は。 

理事者：下井出藤原海岸線の改良工事は、県への委託工事となっており、完成は平成

31 年頃の予定である。 

  ③その他 

  委 員：以前の会議において、この辺りを市の文化ゾーンにしてほしいとの意見をお

伝えしたこともあるが、人権ということだけでなく、市の文化、土居の文化

を学びに、県内や県外から、子どもや大人や先生がよく訪れてくれている。

そのような現実があるということを、職員の皆さんも十分認識して頂きた

い。（要望） 

(5) 閉会 

 


